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２．協議会運営について

１）成果報告会終了時のアンケート調査結果

ニーズ・シーズ連携協調協議会の運営状況を把握するため、協議会委員長を対象とした質問紙に

よるアンケート調査を、成果報告会終了後に実施した。主な調査項目は、ＰＣや推進委員会の関わ

り、協議会のメンバー構成や議論の効果性、今後のプロジェクト継続の必要性などからなる１３項

目とした（表ⅳ-２-１）。なお、回答は５件法（①非常にそう思う、②そう思う、③どちらともい

えない、④あまり思わない、⑤まったく思わない）にて行うこととした。アンケートの回収率は１

００%であった。結果の詳細については、以下に示す。

表ⅳ-２-１　４７協議会委員長を対象としたアンケート調査項目

①今年度、貴協議会運営全体をとおしてＰＣは、効果的だったと思いますか?

②課題の分析においてＰＣのアドバイスは、効果的だったと思いますか?

③課題解決策の検討の過程においてＰＣのアドバイスは、効果的だったと思いますか?

④仮想モデルの設計の過程においてＰＣのアドバイスは、効果的だったと思いますか?

⑤シミュレーションの過程においてＰＣのアドバイスは、効果的だったと思いますか?

⑥新規ロボットの提案の過程においてＰＣのアドバイスは、効果的だったと思いますか?

⑦事業説明会の内容とプログラムは、協議会を運営するうえで効果的と思いますか?

⑧推進委員会によるアドバイスなどについては、協議会を運営するうえで効果的だったと思いますか?

⑨貴協議会による今回の提案（アイデア）は、今後の開発につながると思いますか?

⑩協議会のメンバー構成は、課題を検討するうえで効果的と思いましたか?

⑪貴協議会でのディスカッションは、活発だったと思いますか?

⑫成果報告会におけるプレゼンテーションやディスカッションは、よかったと思いますか?

⑬今後このような取り組みは、さらに継続して普及させるべきと思いますか?

※仮想モデルの設計の過程は、詳細を分析するため設計とシミュレーションの過程に分けて質問した

（１）協議会運営全体を通じたＰＣの効果について（図ⅲ-３-１を参照）

（２）協議会の各プロセスにおけるＰＣのアドバイスの有用性について（図ⅲ-３-１を参照）

（３）事業説明会の内容とプログラムは、協議会を運営するうえで有用であったかについて

　「事業説明会の内容とプログラムは、協議会を運営するうえで効果的であったか？」の問いにつ

いて、非常にそう思うが１２％、そう思うが６５％であり、７７％の協議会が有効であったと評価

している（図ⅳ-２-１）。
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図ⅳ-２-１　事業説明会の内容とプログラムは協議

　　　　　　会を運営するうえで効果的か（N=47）

（４）推進委員会によるアドバイスなどの有用性について（図ⅲ-３-１を参照）

（５）協議会による今回の提案（アイデア）における今後の開発可能性について

「貴協議会による今回の提案（アイデア）は、今後の開発につながると思いますか？」の問いに

対して、非常にそう思うが５９％、そう思うが３３％であり、９２％の協議会が、今回提案したロ

ボットは今後の開発につながると評価している（図ⅳ-２-２）。
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図ⅳ-２-２　貴協議会による今回の提案（アイ　　

　　　　　　デア）は今後の開発につながるか　

　　　　　 （N=47）

（６）協議会のメンバー構成について

「協議会のメンバー構成は、課題を検討するうえで効果的と思いましたか？」の問いに対して、

非常にそう思うが４６％、そう思うが４２％であり、８８％の協議会がメンバー構成は有効であっ

たと評価している（図ⅳ-２-３）。
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図ⅳ-２-３　協議会のメンバー構成は課題を検討す　　

　　　　　　るうえで効果的か（N=47）

 （７）協議会でのディスカッションの状況について
「貴協議会でのディスカッションは、活発だったと思いますか？」の問いに対して、非常にそう

思うが６１％、そう思うが３１％であり、９２％の協議会が活発なディスカッションがなされたと

評価している（図ⅳ-２-４）。
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図ⅳ-２-４　貴協議会でのディスカッションは

　活発だったか（N=47）

（８）成果報告会におけるプレゼンテーションやディスカッシについて

「成果報告会におけるプレゼンテーションやディスカッションは、よかったと思いますか？」の

問いに対して、非常にそう思うが３３％、そう思うが４２％であり、７５％の協議会がプレゼンテ

ーションやディスカッションはよかったと評価している（図ⅳ-２-５）。
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図ⅳ-２-５　成果報告会におけるプレゼンテー

　　　　　　ションやディスカッションはよかっ

　　　　　　たか（N=47）

 （９）今後このような取り組みをさらに継続して普及させるべきかについて
「今後このような取り組みはさらに継続して普及させるべきと思いますか？」の問いに対して、

非常にそう思うが３９％、そう思うが４２％であり、８１％の協議会が今後このような取り組みは

さらに継続して普及すべきと答えている（図ⅳ-２-６）。
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図ⅳ-２-６　今後このような取り組みはさらに　　　

　　　　　　継続して普及させるべき（N=47）

２）まとめ

ニーズ・シーズ連携協調協議会事業の運営について協議会委員長に対し、成果報告会後にアンケ

ート調査を行った。ＰＣや推進委員会の関わり、事務局の運営、協議会メンバーの構成などについ

て協議会運営上では、有効であったと評価する協議会が多かった。また、協議会でのディスカッシ

ョンは活発であり、成果報告会におけるプレゼンテーションやディスカッションは、よかったと評

価している協議会が多かった。また、今回の提案（アイデア）は、今後の開発につながると思うと

評価する協議会も多く、このような取り組みは、さらに継続して普及させるべきと答える協議会が

多かった。以上のことから、運営面に関する評価は概ね良好であり、今回蓄積した協議会の運営面
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の実績を今後に活かすことができると考えられた。


